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　川﨑祐宣は1904（明治37）年、鹿児島県姶良郡横川村
（現 霧島市横川町）で、川﨑家の長子として生まれた。厳しい
薩摩郷士の家風の中で育ち、横川小学校、旧制加治木中学校
を経て、旧制第七高等学校造士館に入学、同時に入寮した。
この寮生活での体験が、祐宣の人間形成や生き方に大きな
影響を与え、のちに川崎学園創立にあたって、医科大学・附属
高校の全寮制を導入する動機となった。
　七高造士館在学中に、医師である伯父・永田安愛氏の医

　    学園の礎づくり

川﨑 祐宣
医の理想を追い求めて

1904 －1996

大隅横川駅（霧島市横川町）

生誕の地鹿児島が育んだ不屈の精神

療に対するひたむきな姿に感銘を受け、医の道へ進むことを
決意。1927（昭和2）年、岡山医科大学（現 岡山大学医学部）

へ進学した。在学中、恩師津田誠次氏
（第二外科学教室教授）や盟友三木
行治氏（後の岡山県知事）をはじめ多くの
すぐれた人材との出会いを得たことは、
祐宣のその後の医学・医療への道に大
きな影響を与えた。

昭和30年代頃の川𥔎家

岡山医科大学時代の祐宣

前列中央が祐宣、右端が明德
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川﨑祐宣
創設者

学園の礎づくり

手術中の祐宣院長

　1931（昭和 6 ）年岡山医科大学を卒業後、第二外科学
教室（通称「津田外科」）入局、岡山市立市民病院外科医長
を経て、1938（昭和13）年、岡山市富田町に夜間診療所
外科昭和医院を開業、翌年、岡山市西中山下に外科川﨑
病院を開院した。外科川﨑病院は1945（昭和20）年 6 月に
空襲により全焼したが、
８月には診療を再開。翌
1946（昭和21）年には建
物を再建し、戦災に遭っ
た多くの市民に対し、昼夜
を問わず医療の提供を
行った。
　その後、病院での収益を
より多くの患者に還元する
ため、私財の土地・建物そ
の他病院設備一切を寄付
して、1950（昭和25）年、
財団法人川崎病院を設立
した。　
　1957（昭和32）年、川崎病院は救急病院の指定を受け、1966

（昭和41）年には、救急
災害センターを併設した。
また、1958（昭和33）年、
川崎准看護婦養成所（後
の川崎看護専門学校）を
開設し、医療人の養成を
始めた。1960（昭和35）

年には、臨床研修病院に指定された。
　1960（昭和35）年、9 階建ての西館が完成。500床を持つ
総合病院川崎病院が開院した。その中には川崎癌研究所を
開設し、医学研究にも力を注いだ。昼夜を問わず診療に明け
暮れる中、自らも研究活動に励み、1961（昭和36）年、がん

の研究をテーマに医学博
士の学位を取得した。総合
病院となった川崎病院は、

「病院は患者のためにある」
「24時間365日昼夜診療」
をモットーに、地域の基幹
病院としての役割を担った。
　1966（昭和41）年には
東館・北館が竣工。800床
の病院として全国有数の大
規模総合病院に発展した。

昭和医院から川崎病院、そして総合病院へ

川崎病院（西館が完成した頃）

　代々小学校長や村長を務めていた川﨑家の長男として生まれた祐宣は、家督を継ぐものとして、厳格な折り目正しい家庭教育を
受けるとともに、愛情と期待を一身に集めながら育った。
　祐宣が医師の道を選んだのは、第七高等学校造士館時代のことだった。それまで全く別の道を歩もうと
していた祐宣の気持ちを変えたのは、伯父（母の兄）の永田安愛氏の存在だった。
　永田氏は、大正から昭和にかけ、隣の牧園村でただ一人の医師として開業していた。自慢の甥である
祐宣を特別にかわいがっており、祐宣もこの伯父を慕い、造士館時代の夏季休暇には永田家に逗留する
のが常だった。
　逗留のたび祐宣は、永田氏が語る医学の話に強い興味を持ち、耳を傾けた。また、永田氏が仕事に専念し、
夜中でも急病人と聞けば馬や自転車で駆け付ける姿に感銘を受け、やがて医師を志す決意を固めていった。 

人生を変えた出会いcolumn‒1

伯父 永田安愛氏

医師免許証（1931年4月）
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　祐宣には、日々の診療の中で心身に障がいを持った子ども
たちを見て、やむにやまれぬ思いで、医師でなければできない
医療福祉施設開設を思い立った。1957（昭和32）年に設立
された財団法人旭川荘（1959年 社会福祉法人
旭川荘に移行）だ。発足当時は、肢体不自由児施
設「旭川療育園」、知的障害児施設「旭川学園」、
乳児施設「旭川乳児院」の３施設が開設された。
祐宣は、これを「3粒の種まき」と表現して、将来の
発展に期待を込めた。
　やがて旭川荘には、重症心身障害児施設「旭川
児童院」をはじめ多くの施設が開設され、総合医
療福祉施設として整備された。この医療福祉とい
う概念・構想は、のちの川崎医療福祉大学の設
立へと結実していった。

病院長は病院に住むべきcolumn‒3

　川崎学園のすべての医療機関は、「病院は患者のために
ある」「24時間365日昼夜診療」をモットーとしているが、
祐宣は、1939（昭和14）年、中山下に開院した「外科川﨑
病院」時代からそれを実践している。開院当時、医師は
祐宣一人。そのため病院内に居住スペースを設け、そこに
住みながら診療を行っていた。
　この姿勢は、その後の川崎病院でも貫かれ、1973（昭和
48）年の院長退任まで、家族とともに、自宅ではなく病院
に住み続けて信念を貫いた。
　附属病院建設にあたっても、病院長の居住スペースが
設けられた。祐宣は実際そこに居住することはなかったが、

「ゲストルーム」として来客の接待や学生との交流に活用
された。

川崎病院を
日本のメイヨークリニックに

column‒2

　1954（昭和29）年10月、祐宣は最先端の医療現場を
見知するため、欧米の病院を半年にわたり視察した。
　アメリカでは、高度の医療と、各地の医科大学の卒業
生を受け入れて卒後教育を行うことで有名だった総合
病院メイヨークリニックを視察した。ここで総合病院の
経営方法と外科手術の実際をつぶさに見学した。アメリカ
の医学の進歩を痛感した祐宣は、川崎病院を日本のメイ
ヨークリニックにするために尽力する決心をした。そして、
メイヨークリニックで学んだものが、帰国後の総合病院の
基本になった。

医療と福祉を統合した
社会福祉法人旭川荘

開設当時の旭川荘

昭和天皇、皇后両陛下のご訪問

視察中の祐宣院長 学生たちと語らう（学園内ゲストルーム）
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　川崎病院が大規模な総合病院となった頃の日本は、最も
深刻な医師不足に直面していた。川崎病院でも、医師不足の
ため病院の実力を十分に発揮することができなかった。
　また、知識の伝達のみで全人的な配慮がなされていな
かった従来の医学教育の弊害から医の倫理が低下し、当時
は社会的な批判を受ける医師が多かった。川崎病院に勤務
する医師の一部にも、「病院は患者のためにある」という病院
の理念を共有することができない医師が少なからずいた。
　さらに、1965（昭和40）年頃から全国各地に蔓延していた
大学紛争が、教育現場を荒廃させていた。このような状況の
中、祐宣は医科大学を創設し、患者のために尽くす有能で
人間的に優れた医師を自らの手で養成しようと考え始めた。

遺志を継いでcolumn‒4

　医科大学の建設地が倉敷市松島になったのは、岡山県
からの打診によるものだった。というのも、祐宣の盟友で
あった三木行治岡山県知事は歯科大学創設の敷地と
して松島の東西二つの丘陵地を買収していたのだが、
計画が実現しないまま、1964（昭和39）年に川崎病院
で逝去した。そのため、故三木知事の遺志を継ぎ、松島
の地に大学を創設してくれる人物を県が探していたの
だった。
　祐宣は岡山県医師会幹部からの強力な促しと全面的
な協力の約束もあり、松島の地に医科大学を設立する
決断をした。

良医の育成を目指して

松島の地に理想の医科大学を

　「医科大学を一つ設置し、毎年、医師となるべき有為の
卒業生100名を輩出することは、大病院を10〜20開設する
よりはるかに有益だろう」との強い思いから、1968（昭和43）
年、財団法人「学校法人川崎学園」設立準備期成会を設置
し準備に取り掛かった。
　戦後初の私立医科大学の設置と
いうこともあり、認可は難航したが、
1970（昭和45）年 3月、ようやく学校
法人川崎学園の設立が認可された。
祐宣は理事長に就任。同年 4 月、
戦後初の私立医科大学として、岡山
県都窪郡庄村松島（現 倉敷市松島）
に川崎医科大学が開学した。
　医科大学では、進学課程と専門
課程との隔壁を取り払った 6 年間

の一貫教育が行われた。そして全国から集められた著名な
教員による小グループでのきめ細かい教育が実施された。
また基礎医学と臨床医学の統合を図り、あらゆる科目に
おいて実験・実習に重点をおくという、既存の医学部には
無い画期的な教育方針で、よき臨床医の育成を目指した。
　「人の役に立つ医者になれ」「医者は医者である前に人間
である」「人間の道がきちっとした医者でないといかん」、祐宣

は学生たちに常にこう語っていた。
2 月末にでき上がっていた大学
要覧の大学紹介の中に、祐宣の
年来の理想が「人

ひ

間
と

をつくる　
体をつくる　医学をきわめる」と
の、分かりやすく簡明な形で表現
された。これが後に、川崎学園の
建学の理念として、学園傘下の
すべての教育施設に通じるものと
なった。医科大学の構想を練る

川崎医科大学建設前の敷地の遠景 ユニフォーム姿で三木岡山県知事と

川﨑祐宣
創設者

学園の礎づくり
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美しい自然の中で育む全人教育

　医科大学と同時に同大学附属高等学校が開校した。
陶冶性の豊かな高校時代に、理想的な全人教育を施し、人間味
あふれる良医を育成したいという祐宣の考えから、当時
珍しかった全寮制を採用。均衡のとれたカリキュラムを定め、
スポーツや文化活動を重視した。
　開校 1 年目は、校舎・寮舎・運動場などを大学と共用したが、
翌年には、理想の教育を施すために祐宣自ら調査検討して選
んだ現校地（倉敷市生坂）に移転した。生坂は樹齢60年以上
の赤松の大木が密生する山に三方を囲まれ、小鳥の声が絶
えず、美しい谷川が流れ、水を湛えた池が点在する閑静な
別天地だった。造成と建築にあたっては、模型を使って何度も

　川崎医科大学附属高等学校から川崎医科大学へ進学した学生たちは、高校時代の3 年間と医科大学 1、2 学年の通算 5 年間、
寮生活を送っていた。その絆は非常に深く、たいへん仲がよい。全寮制を採用したのは、祐宣が自身の第七高等学校造士館時代の
寮生活の経験から、寮の教育力を高く評価していたためだった。七高の寮生活の中で学生たちは懸命に勉強し、人生を論じ合っていた。
祐宣は寮生活を通じて、真理や正義を尊ぶことにひたむきになるという生き方を学び、何ものをも恐れず屈せず、ただ正義と友情に
生きるという態度を身につけることができた。
　第二代理事長・川﨑明德もまた、寮生活の素晴らしさを実感していた。
　聖路加病院でのインターン中、1 年間の寮生活経験を持つ明德は、「 1 年間一緒に暮らせば、相手がどんな人間かがわかる」

「寮生活では、皆が助け合って生活する」と、寮生活が育む絆の強さがよく理解できると話す。なお、明德がインターン時代聖路加
病院の寮で苦楽を共にした20名は互いに助け合い、現在でも変わらず仲がよいという。

人間性を育む独自の全寮制column‒5

1979年頃の学園遠景川崎医科大学新築落成記念式

川崎医科大学開学の辞（1970年6月）

開校当時の川崎医科大学附属高等学校全景（倉敷市生坂）

川崎医科大学新築落成記念式

繰り返し配置を工夫したり、周囲の山に茂る松の保存に苦慮
するなど、元の自然環境を生かすことに配慮した。
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　優れた医療技術者の養成は、医師の養成と同様に重要
であるとの考えから、祐宣は、医科大学開学の頃には、あら
ゆる専門的医療技術者の養成施設も併せて設立して、同一
理念で教育をするという広大な構想を持っていた。
　これは、一人の患者に複数のメディカルスタッフが連携して
治療やケアにあたるという、当時はまだ珍しかった「チーム医療」
の考え方によるもので、その実現のため、実習を重視した教育
で医療の重要な一翼を担う専門職の養成を目指し、1973

（昭和48）年に川崎医療短期大学が開学した。
　開学当初は第一看護科、第二看護科、臨床検査科の３
学科でスタートし、1977（昭和52）年には、放射線技術科と
医療秘書科が設置された。医療の専門的知識を持った秘書

川﨑祐宣
創設者

学園の礎づくり

コ・メディカルスタッフの育成を目指して

を養成する医療秘書科は日本の大学では初めての設置だった。
　1983（昭和58）年には栄養科を開設した。1988（昭和
63）年には、臨床工学技士の養成を目指して医用電子技術科
を開設。臨床工学技士法が施行され、その養成校がわが
国で最初に開設された年だった。医用電子技術科の開設に
より、収容定員1,000人を超える医療短期大学に発展した。
　医療短期大学に続き、翌1974（昭和49）年には、理学
療法士や作業療法士の養成を目指す川崎リハビリテーション
学院が開校した。祐宣は昭和30年代の初め頃から川崎病院
に理学療法科を設置するなど、リハビリテーションの重要性
に早くから着目していたため、全国に先駆けての開校となった。

川崎医療短期大学講義風景

実習先（附属病院）での医療短期大学学生
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　1973（昭和48）年には、川崎医科大学附属病院が開院した。
医科大学設置のための総合病院としては川崎病院がその
基準を満たしており、新たに附属病院を創設するには及ばなかっ
たが、医科大学と同じ場所に理想的な附属病院をつくることは、
新しい医学教育にとって不可欠であり、医科大学を中心と
した一大メディカルセンター創設という、年来の夢の実現だった。
　祐宣は初代院長として自ら病院長となり、「医療
は患者のためにある」「24時間いつでも診療」を診
療方針に患者の権利・意見を尊重し、高度先進的
な医療への積極的な取り組みで信頼される医療
の提供を目指した。
　1979（昭和54）年の救命救急センター開設
により、年中無休 24 時間体制が実現。また、
1981（昭和56）年には総合診療部を開設し、患者
のための病院を体現した。

教育・研究病院、医科大学附属病院の誕生

中国との国際交流
　祐宣は、日中国交正常化以前から中華医学会と交流を深
めていたが、1978（昭和53）年、中華医学会上海分会代表団
が来訪。翌年に祐宣を団長とした学園の学術友好訪中団15
名が訪中して以来、交流が活発に行われるようになり、中国
医学界や医療関係機関との順調な交流を展開していった。
　その背景には、長きにわたり、計り知れない文化的恩恵を
受けてきた中国に、医学を通じて手をさしのべ、中国医学の
現代化へ役立ててもらいたいとの思いがあった。小さな努力
が日中友好の一助になり、日中両国民の末長い幸せにつな
がることになると祐宣は考えていた。

毛沢東と面会column‒7

　1955（昭和30）年、訪日中国学術文化代表団が来日。
その半年後、代表団団長の郭沫若氏から岡山の後楽園
に2羽の鶴が贈られた。それをきっ
かけに翌 1956（昭和 31）年、
岡山県訪中文化視察団が中国を訪
問。副団長として参加した祐宣は、
毛沢東主席、周恩来首相に接見し、
中国医学会に果たす自らの使命を
自覚した。

　祐宣は、患者さんから信頼されるためには、きちんとした身だしなみと優しく丁寧な言葉遣いが不可欠と、学生・研修医に指導して
いた。そして職員にも、言葉遣いとともに仕事中は清潔なユニフォームをきちんと着用することを常に呼びかけていた。自身も、真夏
でもネクタイをしめ上着を着用するなど、いつもきちんとした身だしなみと、患者さんへの丁寧な接し方を心がけていた。また、美しい
病院を保つため、「病院内は土足厳禁」を徹底。患者や外来者には病院玄関の「下足室」で院内用スリッパに履き替えてもらい、職員
は職員用の玄関に設けられた「すのこ」とカーペットの土足厳禁ゾーンで上履きに履き替えてから院内に入っていた。土足厳禁
ゾーンに土足で上がっている職員を見かけると、祐宣は自ら注意することもあった。今は病院玄関の「下足室」はなくなったが、職
員は今でも上履きの着用が義務付けられている。

ユニフォームと上履きcolumn‒6

　附属病院は、患者本位の診療を行うと同時に、教育・研
究病院としての使命も持ち、実地に強い医師を育てたいとの
思いから、充実した臨床実習も行った。また医学生だけでなく、
コ・メディカルスタッフの養成の場でもあった。医科大学、医療
短期大学ともに教員が病院スタッフと兼務していたため、
実践的で行き届いた指導が行われた。

附属病院開院当時（1973年10月）

毛沢東国家主席に接見
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川﨑祐宣
創設者

学園の礎づくり

学園創立10周年を迎えて

　1981（昭和56）年、川崎学園創立10周年記念事業の
一つとして、現代医学教育博物館が完成した。祐宣は、1954

（昭和29）年10月からの欧米視察中に、ロンドンのキングス・
カレッジのガイズホスピタルを訪問したが、この病院には、
医学標本等の精選と陳列の方法などにも工夫が凝らされた、
優れた医学博物館が設けられていた。標本の腐敗や変色
防止のために特殊な技術を用いており、ほとんど本物を見る
のと同じだった。この保存技術は門外不出だったが、整然と
並べられた医学教育に必要な病理標本は学生が手に取って
学ぶことができ、そこに勤務する医師や看護師も暇を見つけ
ては展示室の中で研修に励んでいた。
　祐宣はそれらに深い感銘を受け、当時、国内にはそのような
施設はなく、いつか自分の病院にも同じような博物館を創設
したいと考えていた。現代医学教育博物館はその夢の実現
だった。この博物館は、わが国初の医学博物館として全国的
に注目を浴びた。なお、ガイズホスピタルの博物館の特殊保存

学園とともに

　戦後初の私立医科
大学の設立を伴う川崎
学園の創設と、それに
続く諸施設の新設・拡
充の歴史は国内外か
ら多くの注目を集めた。

その功績は高く評価されたが、祐宣は蓄財、名誉には全く執
着することがなく、叙勲等の名誉はことごとく辞退した。しかし、
地域からの名誉県民章や名誉市民章などは、ありがたく拝受

川﨑祐宣が育った鹿児島県姶良郡横川村中ノ（現 霧島市横川町）の屋敷跡に建立
された記念碑

技術は、川崎学園の職員が何度も足を運んで懇請した結果、
訪問の数年後に教えてもらうことができた。
　記念事業として、総合体育館も建設された。また、この頃、
祐宣は医療福祉大学開設の構想を明德とともに温めていた。

した。それは地域とともに生きてきた祐宣の姿勢でもあった。
　1988（昭和63）年に、祐宣は理事長を退任。その後も川崎
学園名誉理事長・学園長として川崎学園の発展に尽力。学園
内外の多くの人に敬愛された。
　「医は仁術」という真理を今日に求め、医道一筋、医業創業
の人として人生を「医」に捧げた祐宣は、1996（平成 8 ）年、
惜しまれながら92年の生涯を閉じた。川崎医科大学への
篤志献体団体「くすのき会」の登録第 1 号となっていた祐宣の
遺体は、川崎医科大学へ献体された。

開館当時の現代医学教育博物館

学園を挙げて開催された卒寿祝賀会（1993年10月）

岡山県名誉県民顕彰式での川﨑祐宣夫妻（1985年）
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医学の道へ

　川﨑明德は1934（昭和 9 ）年、岡山市で生まれた。明德が
小学生だった1945（昭和20）年 6 月、外科川﨑病院は岡山
空襲で焼失した。父、川﨑祐宣は、翌1946（昭和21）年 9 月
には早くも病院を再建し、一家で院内に居住しながら診療に
あたった。

　やがて明德は岡山県第一岡山中学校へ進学し、県立岡山
朝日高等学校を卒業。医学の道を志し、父祐宣の母校の後
身である岡山大学医学部に進んだ。岡山大学医学部時代には、
人情味あふれる師との出会いから、人との向き合い方や人間
関係の大切さも学んだ。
　1958（昭和33）年、岡山大学医学部を卒業後、聖路加国際
病院（東京都中央区）で１年間のインターンを経験した。聖路加
病院では、アメリカ留学経験のある医師から新しいスタイル
で学び、最新の医療技術も多く学んだ。また、共に学んだ20
人のインターン仲間や若い職員とともに過ごした寮生活は思
い出深く、明德にとって寮は生涯の友との出会いの場でも
あった。
　1959（昭和34）年、岡山大学医学部第二外科学教室に入局、
1965（昭和40）年学位（医学博士）を取得。1968（昭和43）
年には医学部附属病院講師に就任し、1969（昭和44）年まで
務めた。

川崎病院内で雑誌の取材を受ける祐宣と明德（1970年頃）

川﨑 明德
教育・医療・福祉を統合し、
学園の発展を牽引するリーダーとして

　    夢の実現へ
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学校法人川崎学園設立 ―副理事長として祐宣を補佐―

　明德は、岡山大学医学部第二外科学教室に在籍中の
1962（昭和37）年から、財団法人川崎病院（のち財団法人
川崎医学振興財団）理事となった。
　1965（昭和40）年頃、父祐宣から医科大学開設の話を聞
かされ、1968（昭和43）年設置の財団法人「学校法人川崎
学園」設立準備期成会に参加。父祐宣とともに設立認可に
向けて、関係各省庁や地元自治体との数々の交渉に臨んだ。
特に、文部省（現 文部科学省）との折衝は長期にわたり困難
を極めた。私立医科大学の設置は戦後例がないというだけで
なく、伝統のある医学部を持つ大学がすでに存在する県に、
新たに医科大学を設置することに対するハードルはきわめて
高く、陳情や折衝のための上京は70回以上に及んだ。申請日
ぎりぎりには、膨大な量の書類を風呂敷に包んで夜行列車で
上京し文部省に持ち込んだ。ついに設立認可を得ることが
できたのは、交渉にあたった明德の調整能力と粘り強さに
よるところが大きい。
　1970（昭和45）年 3 月、学校法人川崎学園設立認可。4 月、

川﨑明德
二代目理事長（現 学園長）

夢の実現へ

川崎医科大学開学。明德は川崎学園副理事長に就任し、
さらに、1971（昭和46）年、川崎医科大学副学長に就任。
校舎や病院の建築など施設整備、財務・経理事務担当、
金融機関との折衝などを担った。明德は川崎学園の運営と
草創期の学校法人の実務責任者として、煩雑な業務と山積
する諸問題を昼夜の区別なく短期間で黙 と々処理・解決、
川崎学園の発展に大きく寄与した。
　医科大学と同時に川崎医科大学附属高等学校が開学
した。受験勉強中心の高等学校教育に一石を投じ、良き
医師になるにふさわしい知性と人間性を早い段階から
育むため、１学年定員50名で開学。全国で唯一の全寮制
医科大学附属高等学校として注目された。
　1973（昭和 48）年には、チーム医療の担い手となる
コ・メディカルスタッフ養成を目的に川崎医療短期大学が
開学し、川崎医科大学附属病院が開院した。さらに翌年、
川崎リハビリテーション学院が開校し、医学教育と医療、
コ・メディカルの一体的な教育体制が整った。

附属病院竣工の頃

川崎学園を南側から望む（1973年頃）

医科大学建設現場を視察する明德（現在のふるさとの森あたり）
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　川崎医科大学には目指す医師の育成のため、1974（昭和
49）年開設の「リハビリテーション医学教室」、一次救急から
三次救急まで幅広い対応ができる医師養成のための「救急
医学教室」を1977（昭和52）年に、また、1980（昭和55）年
には、全人的医療が行える医師の育成を目指す全国初となる

「総合臨床医学教室」などが順次開設されていった。

　また、先進的なカリキュラムを開発し実践したが、そのカリキュ
ラム編成にも明德は携わった。当時、30代半ばの若さながらも、
温厚篤実で情に厚く、配慮の行き届いた言動の明德は、個性
的な創設期の学長たちや教授陣とも上手に向き合い、父祐宣

を補佐しながら、医科大学の組織づくりと体制づくりを行った。
　明德が関わった学園独自の制度は数多い。その一例に、
川崎医科大学および大学院の主要な研究施設として機能別に
設置した「研究センター」（現在の中央研究センター　研究
ユニット）がある。海外視察で見た施設を参考にしたもので、
設備機器、技術員を中央に集中配備し、さらに、医学生物学
の研究に欠かせない研究用実験動物を集中飼育管理。一般
的には教室ごとに設けられる研究機能を中央に集約すること
で、経費の重複を省くとともに、円滑な研究業務を可能にした。
　「中央教員秘書室」も明德が設立に関わった部署の一つ。
教室ごとに秘書を配置するのではなく秘書室全体で協働し
て全教員の秘書業務を行う、おそらく日本で初の部署の誕生
だった。校正、ワープロ、英文タイプなど、職員それぞれの特技・
能力を生かしながら、教員の情報やスケジュールを部署全体
で共有して対応
するため、従来
の教室制度下
での個人秘書
に比べ、大きな
メリットが生ま
れた。

才能あふれる温厚な若きサブリーダー

医科大学教授会（開学の頃）

学生とのひとときを楽しむ明德

　1973（昭和48）年に開院した川崎医科大学附属病院は、設計の段階から医師、事務職員、看護
師など病院のスタッフが関わり、それぞれの場所が実務的に使い勝手よく設計されている。
　「病院は医学教育の病院セクション」との明德の考えから、附属病院と同じ建物内に医科大学の
教員研究室や実験室、図書館を配置するなど、大学と病院が一体化
した造りとなっている。
　病院地下の機械室の設計には、電気や機械に詳しい明德が関わり、
最新技術の情報を分析してアイデアを出し、エネルギー効率のよい
冷房システムや蓄熱槽を用いた、当時としては画期的な設備を備えた。
また、医療福祉大学の地下には巨大な自家発電装置を複数台設置し、
大規模停電等の非常時に備えているほか、明德の発想により、夏場
ピーク時の電力の効率的な運用に役立てられている。明德は、常に
数十年先を見据え、既存の考えに捉われない柔軟な思考で、学園の
施設設備の根幹を支え続けるシステムを構築した。

先を見据えた新システムの構築column‒1

明德のアイデアが生かされた自家発電装置
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　医学教育に関して明德が築いた国際友好関係は数多いが、
なかでもイギリス オックスフォード大学グリーンテンプルトン
カレッジ〈GTC〉（旧グリーンカレッジ〈GC〉）との関係は深い。
1983（昭和58）年、Lord Walton of Detchant（第二代
グリーンカレッジ学長）との出会いから始まった友好関係は、
2002（平成14）年、オックスフォード大学グリーンカレッジ・
川崎学園「友好提携協定」へと結実し、両校間での教員の
学術交流、相互訪問、留学生交換などが現在も盛んに実施
されている。こうした長年にわたる国際医学教育に対する高い
関心と情熱、実績が評価され、明德は、オックスフォード大学
から 2 度にわたって栄誉ある「フェロー」（名誉教授の称号）を
授与されている。
　一方、中国との医学交流では、明德は副理事長時代の
1983（昭和58）年、医科大学代表団を率いて訪中、上海
中医学院（現 上海中医薬大学）、上海職工医学院（現 上海

川﨑明德
二代目理事長（現 学園長）

夢の実現へ

国際医学交流を促進

GCを訪問（2008年8月）

健康医学院）との友好協定を締結し、友好・交流を促進して
いる。
　また、学園において川﨑祐宣記念特別奨学基金を設立し、
将来有望な若手研究者の海外留学を奨励。これまでに34名
の卒業生が奨学金を活用し留学、大きな成果が得られている。

上海職工医学院と友好大学提携協定を継続締結（1993年5月） 上海職工医学院表敬訪問の際の寛ぎのひととき（2005年11月）

オックスフォード大学総長（当時）Christopher Francis Patten卿から祝福を受ける明德（2008年8月）GTC Sir David Watson元学長と倉敷観光（2011年9月）
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　学校法人川崎学園および医療を中心とした福祉施設と
して川﨑祐宣の念願を具現化した社会福祉法人旭川荘は、と
もに1950（昭和25）年設立の財団法人川崎病院を母体と
して設けられた。この両法人発展の過程で、医学・医療と社会
福祉が緊密に連携し、医療と福祉を総合したサービスの提
供が必要になるとの認識から、学園内に「医療福祉」の概念
が徐 に々醸成され、医療と福祉の両分野にわたる総合的教育・
研究を目指す川崎医療福祉大学の設立構想へとつながった。

　その後、江草安彦氏と旭川荘関係者の協力を得て、大学に
係わる具体的構想と内容について検討が進められた。当時、
文部省（現 文部科学省）から新しい医療職種、医療福祉
職種、医療技術職種などのテーマでのパネルディスカッション
協力依頼があり、その案づくりも方針決定の一助となった。
　1987（昭和62）年 1 月、理事会・評議員会において「川崎
医療福祉大学」創設が決議された。
　1988（昭和63）年、明德は川崎学園の第二代理事長に
就任し、父祐宣の遠大な学園構想の最大の理解者、後継者
として、また、総合学園の総帥としての道を歩み始めた。

　リーダーとして、「常によりよいものを求め、常に高みをめざす」
という明德の人生哲学、経営哲学は、「よりよく生きる」という
コンセプトにつながり、教育、医療、福祉の分野で着 と々具現
化されてきた。川崎医療福祉大学設立は、その代表的な取り
組みであり、理事長としての初めての仕事となった。
　その年の新入職員辞令交付式で明德は、「これからの高齢化
社会に必要なメディカル・ソーシャル・ケースワーカーを
養成する学科と、医学と情報学をミックスした医療情報学
という新しい学科を中心に、今まで 4 年制の養成機関にはな
かった感覚矯正学科を加えた大学をつくりたい」と、医療の
現場で活躍する高度な専門職業人育成への抱負を語った。
　なお、訓示では、「将来は、医科大学、医療福祉大学、医療
短期大学、附属病院、リハビリテーション学院が一体となった、
メディカル・ティーチング・コンプレックスを松島に仕上げて
いきたい」とも述べている。
　同年、「新大学の設置の趣旨と構想」が作成され、文部省
や関係官庁等との折衝を経て、1990（平成 2 ）年設置認可、

　当時、医療と福祉は学問体系上関連がないとされ、両者を融合させた医療福祉という新しい概念はなかなか理解されず、医療
福祉大学設立の認可申請の際、文部省（現 文部科学省）では、初めてのケースとして、医療と福祉を別々の関係部署で審査すると
いう苦肉の策がとられた。この結果、日本で初めて医療福祉という名前を付けた大学が認可された。現在では、医療福祉を標榜する
大学は全国に見られる。

前例のない「医療福祉」の概念column‒2

第二代理事長に就任 ―世界初、川崎医療福祉大学設立―

医療福祉大学新築工事着工地鎮祭（1990年1月）

川崎医療福祉大学開学式（1991年4月）
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川﨑明德
二代目理事長（現 学園長）

夢の実現へ

教職員に向けた感謝の言葉の掲示（1991年10月）

　医療福祉大学は、2 学部 6 学科で開学したが、全国的に類を見ない新しい学科や工夫を凝らしたカリキュラムには、明德の
アイデアと思いが込められていた。
　医療福祉学科では、医療の知識を有し患者の立場に寄り添う、医療ソーシャルワーカーの育成を目指し、臨床心理学科では人々
の精神的な健康を保つための適切な援助ができる臨床心理士の育成を目指した。今では、“こころ”の支援の必要性から求め
られた公認心理師というわが国初の心理職の国家資格も認定されるようになり、臨床心理学科は先見の明の設置といえる。
　欧米の最先端の医療現場の視察やインターン時代の経験など、豊富な経験と知識を生かし、明德は医療情報学科を開設。時代
の流れを予測したかのように、その後、病院のカルテも「紙カルテ」から「電子カルテ」へ移行するなど、医療の世界のIT化は急速に
進んだ。
　また、人の視覚、聴覚、言語等の機能や状態を科学的に分析し、治療や回復の手助けをする専門職を育成するため感覚矯正学科

（視能矯正専攻・言語聴覚専攻）を開設した。まだ言語聴覚士が国家資格として認定されていなかった時代のことだった。
　健康体育学科は、健康長寿を支える指導者を育成するという考えに基づいて設置。開学当時、医療福祉と健康増進・体力向上
に関する専門教育を行う機関は極めて少なかった。また、医療短期大学栄養科からの流れを汲み、“医療福祉の臨床現場における
栄養学”という考えのもと臨床栄養学科が開設され、高度の資質を備えた栄養士の育成を目指した。
　医療福祉の現場で求められる人材を育成するということに真摯に向き合った明德は、その後も、知識や経験に裏打ちされた
独自の閃きと発想によって、新学科の開設や医療短期大学からの改組を行い、現在の医療福祉大学の基礎をつくった。

医療福祉大学開学時の学科開設の思いcolumn‒3

1991（平成 3 ）年 4 月、川崎医療福祉大学が開学した。ここに
至る過程でも、学園を率いる明德の粘り強い交渉力と調整力
は如何なく発揮されている。文部省や関係官庁等との折衝は
困難も多かったが、医科大学設置のときのやり取りで顔見知り
になり、明德の人となりも知られていたため文部省の職員は
好意的で、いろいろなアドバイスを受けることもできた。
　川崎医療福祉大学は、医療福祉と健康科学を教育・研究
する世界初の 4 年制の総合大学として、国内外から注目を
集めた。これによって、川崎学園は、医学・医療・医療福祉を

包括した総合学園としての陣容が整い、祐宣と明德の 2 代に
わたって育ま
れた夢が実現
した。

学園開設10周年記念会（1980年）

納涼大会で勝村医科大学学長（当時）とともに 西館棟竣工式（2002年9月）
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学園の発展とともに施設、体制を拡充

　学園は、設立以来発展を続け、それに伴って校舎や病棟
などの新築・増築・改修が急務となった。明德は建築に関して
も研究し、アメリカの施設見学で学んだ知識や職員の提案も
考慮しながら施設づくりに積極的に携わった。
　理事長就任から 2 年後の1991（平成 3 ）年 2 月に、「川崎
医療福祉大学校舎」が竣工した。医療福祉大学キャンパスは、
校舎棟、講義棟、厚生棟、体育館が一体となった機能的な
つくりで、その後の「校舎棟東ウイング 2 」の増築や、隣接して
建設された「川﨑祐宣記念講堂」と校舎との接続部分の壁
の仕様など、将来拡張可能な増設スペースも想定して設計
されていた。
　また、附属病院は開院後30年が経過した頃には、建物や
設備の老朽化や狭隘化が進み、全面改修が必要な状態と
なった。明德が陣頭指揮を執り、約10年にわたる開院以来
の一大プロジェクトが始まった。2002（平成14）年に附属病院
西館棟を新築し、病棟や手術室、中央検査部、栄養部等の数々
の機能が移った後、順次、本館棟および救命棟の外来エリア
や病棟等の全面リニューアルを行った。また、2009（平成
21）年には救急診療やリハビリテーションの充実のために

北館棟を新築した。
　時を同じくして、医科大学においても、多様な教育を行うた
めには従来の校舎棟では手狭になってきたため、2007（平成
19）年に増築した。創立40周年を迎えた2010（平成22）年
には、附属病院および医科大学、医療福祉大学の増改修工
事が完了し、新たな時代に対応した療養環境、教育環境が
整備され、医療福祉の総合学園として盤石の態勢が整った。
　なお、明德理事長の時代には、2001（平成13）年に附属
病院において日本初のドクターヘリの運航が開始された。
救急医学教室の小濱啓次教授を中心に、約20年にわたる
試行事業を経て実現したもので、これにより高度救命救急
センターとして地域に貢献できる体制がさらに整備された。
　一方で、良き医療と教育を提供するには、教職員にとって
働きやすい環境づくりが不可欠との観点から、院内保育所や
附属病院内に病児保育室を開設するなど、明德は幅広い視野
と配慮、確かな判断力で施設づくりを行い、すぐれた医学教育・
医療技術教育、安全・高度な医療を提供できる環境整備に
力を尽くした。

ドクターヘリ運航開始式（2001年4月）

学園運営協議会（2000年頃） 現場を視察する明德（西館棟新築工事）
旧深柢小学校跡地活用について岡山市と協定を結び、
髙谷市長（当時）と握手する明德（2011年7月）
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　明德は川崎学園の発展に努める一方、私立医科大学協会
の活動にも大きく貢献した。協会設立以来、主として財務・
経営・総務などを担当し、1976（昭和51）年理事に就任。
その後常務理事、副会長などの要職を重ねたのち、2002

（平成14）年 5 月、同協会の第十代会長に就任した。
　当時は医学教育・医療に関わるさまざまな制度の一大転
換期にあり、私立医科大学を取り巻く環境はきわめて厳しく、
明德は2007（平成19）年 5 月に退任するまでの 5 年間、

川﨑明德
二代目理事長（現 学園長）

夢の実現へ

私立医科大学協会会長として長きにわたり尽力

坂口厚生労働大臣への陳情（2003年12月）

年忘れ大会で職員とともに（2015年12月）

消費税、特定機能病院、
DPC制度導入、医師臨床
研修の必修化、医学部定
員、診療報酬改定、国庫
助成 拡充に対する要望
など、山積するさまざまな
懸案事項に率先して取り
組み、数多くの問題を解決
に導いた。
　国内の医学教育のあり
方を、国公私立の大学医学部が一体となって調査研究
するために、1979（昭和54）年に発足した医学教育振興
財団においては、明德は設立当初から理事を務め、他の
理事と協力しながら「国内医科大学視察と討論の会」や「医学
教育指導者フォーラム」などを開催した。
　また、医学生が英国大学医学部で臨床実習を行う留学
制度を整えるなど、日本全体の医学教育のさらなる質の向上
のために尽力した。

　創立以来、人間性豊かな良き医療人、医療福祉人の育成を
目的に、時代の要請に応えて常に先進的な取り組みに挑戦し
続けた川崎学園は、2010（平成22）年、創立40周年を迎え、
同年10月、記念行事が盛大に開催された。その際、明德は、
技術や知識はもちろん、人間としてもすぐれた人材の育成を
使命とすることを改めて決意している。
　組織の一部改編も行われた。学校
法人とは別の財団法人ながら、附属
病院として長く岡山市中心部で地域
医療を担ってきた川崎医科大学附属
川崎病院（岡山市北区）を学校法人
川崎学園が運営することとなり、2011

（平成23）年、その診療業務を承継し
た。あわせて、建物の老朽化から建て替
えを検討。2016（平成28）年12月１日、
旧深柢小学校跡地に川崎医科大学

学園理事長から名誉理事長・学園長へ

総合医療センターが開院した。
　長きにわたり川崎学園を支え、盤石な経営基盤をつくり上
げた明德は、2012（平成24）年、川﨑誠治が川崎学園理事長
に就任したのに伴い名誉理事長・学園長に就任。以来、理事
長職を退いてからも学園長として学園を支え続けている。

医学振興座談会より（2013年9月）
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祖父、父と同じ医学の道へ

　川﨑誠治は1962（昭和37）年、岡山市に生まれた。
　財団法人川崎病院の西館が竣工して病床数が470床の
総合病院となり、川崎癌研究所、川崎高等看護学院が開設
した 2 年後のことだった。
　父明德は、誠治が誕生した数か月後に財団法人川崎病院
の理事に就任。川崎病院の発展に貢献し多忙な日々を送っ
ていた。
　そんな父明德は家族に対してとても厳しい
人だった。誠治に対しても決して甘やかすこと
なく、能力のない者は家業といえども継ぐべき
ではないとの考えで接した。祖父祐宣は、川崎
病院に住みながら診療を続けていた。そんな
祖父や父の姿を見ながら誠治は成長した。
　1986（昭和61）年、岡山大学医学部を
卒業。岡山大学医学部第二外科学教室に入
局した。そして、祖父、父と同じ医学の道を歩
んだ。誠治は外科医としての研修を進めなが
ら、岡山大学医学部病理学教室で基礎医学
研究を行い、医学博士の学位を取得した。

川﨑 誠治
体制を整え学園の力を盤石に
未来を見据えた新たなリーダーとして

　    志をつなぐ

このときの経験から、医科大学での基礎医学教育・研究
が非常に重要だということを学び、後の大学運営にも大きな
影響を与えた。
　やがて父明德から、学園経営を一緒にとの話が出始めた。
後を継ぐ者として認められた証だった。誠治はさまざまな
思いを抱えながらも、父とともに歩む道を選んだ。

家族写真（左端 父明德、父の右後 誠治、写真中央 祖父祐宣）
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川崎学園理事、副学長に就任

副理事長として

　1995（平成 7 ）年 3 月、川崎学園理事・評議員に就任。
誠治が岡山大学医学部第二外科学教室在籍中の33歳の時
だった。
　その後、川崎医科大学外科学講師、副医長に就任。2 年間
の現場経験から学園運営業務と診療の両立は難しいと判断し、
学園経営に専念することを決意した。決めたからには責任を
持って徹底的に。誠治は祖父、父ゆずりの粘り強さと行動力で、
さまざまなことを経験し、吸収していった。
　誠治が理事・評議員に就任して 2 年目の1997（平成 9 ）年
1 月、附属病院の設備室から出火。病院中が煙に包まれる

　2000（平成12）年には川崎学園副理事長に就任した。
12年間の副理事長時代は、附属病院西館棟、北館棟の
新築、本館棟・救命棟の全面リニューアル、医科大学校舎棟
増築など附属病院・医科大学の施設・設備の整備や運営の
見直しを行った。

　附属病院の運営体制整備としては、各科の壁を取り払った
臓器疾患・機能別センターによる診療体制を推進。1 患者
1 ファイル制、オーダリングシステム、電子カルテの導入など
IT化にも力を注いだ。さらに、PET/CT、MRIなど最新医療
機器の整備を進め、大学病院としての高度医療提供体制を
確立した。
　また、患者の療養の社会的、心理的支援を行うとともに、
地域の医療機関との連携の強化を目指して、患者診療支援
センター、臨床心理センターなどの診療支援部門を立ち
上げた。これらのセンターは、学生教育の場としても大いに

川﨑誠治
三代目理事長

志をつなぐ

大きな火災事故が起こった。誠治はもちろんのこと、教職員や
学生たちも力を合わせ、全入院患者を無事館外へ避難させた。
幸いにも人的被害は無かったが、病棟の機能は完全に停止し、
診療の完全復帰までに数か月を要した。
　この事故により、誠治は危機管理や防災対策など安全な
施設管理の重要性を痛感した。そしてこの教訓が、後の組織
運営や建物の設備、整備に生かされることとなった。
　1998（平成10）年、川崎医科大学副学長、川崎医科大学
附属病院副院長に就任した。

活用されている。
　誠治の副理事長時代、川崎学園はGTC（イギリス）との
友好提携協定締結、ノースカロライナ大学チャペルヒル校
ティーチ部（アメリカ合衆国）との「学術協力提携書」調印、
上海中医薬大学（中国）との「友好提携協定」締結、ヴィクト
リア大学（カナダ）との「学生の教育および教職員の研修に
関する協力同意書」調印など、海外との結びつきを深くした。
それらに基づいて誠治は海外の大学へ何度も訪問し、交流を
さらに発展させた。　

病院スタッフ、建築業者との設計打ち合わせ（2001年3月）

GTC Kawasaki Roomでレビューミーティング（2017年9月）

上海中医薬大学60周年式典（2016年5月）
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第三代理事長に就任

　2006（平成18）年、誠治は川崎病院を運営する川崎医学
振興財団の副理事長に就任、川崎病院経営の立て直しの
サポートに尽力した。老朽化が進む病院の建て替え用地
確保のため、岡山市との交渉や地域住民との話し合いに
あたったのも誠治だった。2011（平成23）年には、学校法人
川崎学園が川崎医科大学附属川崎病院の診療業務を承継
したが、この手続きも副理事長時代の誠治の大きな仕事の
一つだった。
　2012（平成24）年 3 月30日、明德が理事長を退任。
翌 3 月31日、誠治が川崎学園理事長および九曜学園理事
長に就任した。前年７月に旧深柢小学校跡地の借用が決まり、
校舎の解体などの準備工事や埋蔵文化財発掘調査が行
われ、川崎 病 院
の新築移転計画
は順調に進み、学
園に大きな変革
が訪れようとして
いた。
　川崎学園 3 代
の理事長の運営方針にはそれぞれ特徴がある。創設者川﨑
祐宣は、医療従事者養成のため医科大学、医療短期大学な
ど設立し学園の基盤づくりに力を注いだ。二代目理事長明
德は、祐宣から受け継いだ医師養成体制を一層充実さ
せるとともに、医療を支える医療福祉分野の人材養成のた
め医療福祉大学を設立した。
　そして誠治は、理事長就任にあたり、「良き医療人、医療
福祉人の育成」のため、さらなる飛躍を目指す意を示し、2 代
にわたって拡大された学園機構を、時代の変化や社会の
要望に合わせて整理するところから着手している。

　誠治が理事長に就任する約一月前になる2012（平成24）年 2月、地元の意見が分かれ、小学校廃校後 6 年余り方針が打ち
出されなかった旧深柢小学校跡地の借用が決まり、新病院新築移転構想が大きく前進した。
　このきっかけは、地元住民の方々からの声だった。岡山市の東中山下 5丁目町内会から岡山市長に提出された川崎病院の
移転建て替えを求める陳情書と、添えられた1 万人を超える署名が行政を動かした。
　誠治は副理事長時代から新築移転構想に関わっていたが、理事長就任と同時に附属川崎病院長も兼務し、構想の中心となって
新病院の完成に力を尽くした。

新病院新築移転実現は、地元の方々の声からcolumn‒1

埋蔵文化財発掘調査
総合医療センター開院式（2016年11月）

総合医療センター建築現場を視察（2015年5月）

開院式後見学会（2016年11月）
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良医育成のために

川﨑誠治
三代目理事長

志をつなぐ

　医科大学では、現職時代の危機感から、一人でも多くの
臨床能力の高い医師を世の中に送り出すことが急務であると、
臨床教育研修センターの立ち上げなど教育環境の充実に
努めながら、「良医」を育てることに力を注いでいる。
　急速に進む医学の進歩、医療ニーズの変化に合わせ、
例えば解剖実習を第 1 学年からの開始に変更するなど、
医学教育カリキュラムの全面的な見直しにも取り組んだ。また、

「新生児医学」「脳卒中医学」「救急総合診療医学」「認知
症学」など、新しい教室を次々につくり、医学教育の充実を
図った。
　また、受験生の多様なニーズに応え、有為な学生を受け
入れるため、入試の改革にも取り組んだ。医科大学では、
中四国唯一の私立医科大学として地域の医療に貢献する
人材を育てたいとの思いから、入学試験に岡山県枠、中国・
四国地域出身者枠など独自の地域枠を設けた。
　そして大学院では、病院で診療業務に従事し、専門医の
資格取得を目指して研究を行う医師のために、在職しな
がら大学院への進学が可能な「大学院在職進学制度」を
設けた。

　2007（平成19）年に新設した「臨床教育研修センター」には、附属病院の病棟を実習用に完全再現した「模擬病棟」があり、
充実した環境の中で学園内外のさまざまな職種のスタッフや学生が、良き医療人を目指して多岐にわたった研修を行っている。
　臨床教育研修センターの事業の一つとして、2012（平成24）年から、柏原直樹センター長が中心となった「川崎塾」を開催。

「明日の良き医療人」の育成を目指し、すべてのメディカルスタッフを対象に、コミュニケーション能力をはじめ、接遇、コーチング等、
チーム医療の現場で必要な態度、スキル、理論を学んでいる。

臨床教育研修センターと川崎塾column‒3

模擬病棟での臨床実習 看護師プリセプター研修 川崎塾

卒業、退職しても学園とともに
―KAWASAKI CLUB―

column‒2

　誠治は、副理事長時代の2007（平成19）年、学園の卒
業生と退職職員の生涯学習・生涯教育支援を目的に、
KAWASAKI CLUBを発足させた。現在約5万人の会員
はホームページや広報誌「KAWASAKI CLUB NEWS」
を通じて、各種講演会・セミナーの案内や、学園の最新
情報を受け取ることができる。
　翌年には、附属病院の 8 階に、会員だけが利用できる
学びと寛ぎの空間「KAWASAKI CLUB ラウンジ」を設置
し、会員同士の交流を図っている。

KAWASAKI CLUB  ラウンジ



　「大学は学生のためにある」「病院は患者のためにある」の
原点をもとに、建学理念の柱の一つ「人

ひ

間
と

をつくる」をより
充実させるため、学生寮の充実を図った。
　寮は勉学に励む環境が整うだけでなく、寮生活を通して
協調性や他人を思いやる気持ちが育まれるため、将来の良き
医療人、医療福祉人を目指す場となる、川崎学園が発足当時
から大切に考えてきた施設だ。誠治は、附属高校および医科
大学の男子寮・女子寮の新築や増改修、医療短期大学キャ
ンパス内に新女子学生寮（このはな寮）の建設などの寮整備
に取り組んだ。また「体をつくる」場として、川崎学園総合
グラウンドやテニスコートの整備、川崎学園総合体育館の
リニューアル工事などを精力的に行った。
　多くの事業整備に取り組んでいる誠治だが、その理事長
時代を特徴づける事業の一つに、川崎医科大学総合医療

　理事長就任直後の2012（平成24）年6月、誠治は医療
福祉大学の「学長代行」も併任した。椿原彰夫新学長が就任
するまでのわずか 6 か月間だったが、さまざまな画期的な
取り組みを意欲的に行った。
　まず、創設者川﨑祐宣がわが国で初めて唱えた“医療福祉”
の原点に戻り、あらためてその意義と意味を確認するため、
2012（平成24）年に川崎医療福祉学会において発足した

「医療福祉を考える」プロジェクトで、医療福祉の定義を「人間
尊厳の確立を究極の目的とし、医学・社会・文化の統合的
視点から人を理解し、健康・安心・自立のために実践すること」
と定めた。
　そして、医療福祉大学として育成すべき人材を明確にし、
その実現のための教育体制強化に取り組んだ。2013（平成
25）年には一人の人間としての確固たる基盤づくりを行う
組織として、総合教育センターを立ち上げた。初年次教育を
見直し、医療福祉人として必要な専門知識や技術の基盤と
なる医学教育の徹底や、国際感覚を養うための英語の必修
化など、次 と々方針を打ち出し、形にしていった。
　また誠治は、医療福祉大学だけではなく、学園の学生
一人一人が医療福祉の心を根底に持つことが重要であると
考え、従来各施設で行われてきた行事を合同で行うなどの

医療福祉の原点に戻れ

施設整備の充実

取り組みも始めた。まず学園の約1,500人の全新入学生を
対象に、医療福祉の原点について学び、将来の多職種連携
につながる学生同士のコミュニケーションを図るための「川崎
学園入学時合同研修」を2015（平成27）年から開始した。
翌年には、学園一体となった入試改革を行うため、施設横断的
な組織として「川崎学園アドミッションセンター」を立ち上げ、
受験のさまざまな選択肢提供のため、医療福祉大学、医療
短期大学、リハビリテーション学院による3 校合同入試や合同
のオープンキャンパスを取り入れた。医療福祉大学の入試
では、すべての入試区分に面接を取り入れることとした。
　教育体制をより充実・発展させるため、医療福祉大学は、
2019（平成31）年に医療短期大学からのさらなる改組を行い、
その歴史と実績を引き継ぎ、3 学部15学科から5 学部17学科
へと大きく改変した。また、医療福祉大学には、「看護実践・
キャリアサポートセンター」を設置し、看護師の特定行為研修
など、生涯教育にも力を注いでいる。
　これらの取り組みにより、誠治は良き医療福祉人を育成
するための基盤をさらに盤石なものにし、新しい医療福祉
大学および学園全体の方向性を決定づけた。

センターの開院がある。総合医療センターは、学生の臨地
実習の場の充実のため、また地域住民のニーズに応えるため、
2016（平成28）年に開院。誠治は初代病院長として、病院の
移転、立ち上げに際し陣頭指揮を行った。
　総合医療センターは、地域医療支援病院として「救急医療」

「高度専門医療」「リハビリテーション」を三つの柱に、附属
病院と同様、患者中心の質の高い医療を提供している。
　質の高い幼児期の教育と保育により地域貢献を目指し2018

（平成30）年
に開 園した

「かわさきこ
ども園」も、注
目を集めた。

32 33

学園の原点を学ぶ新入学生たち（川崎学園入学時合同研修）

GTC学長らとかわさきこども園を訪問



　附属病院の本館棟 2 階、総合待合の中庭に面した一角に、ベーカリーカフェ「なかにわ」がある。昼時ともなれば、トレーとトング
を手にパンを選ぶ人の列ができ、明るいテーブル席では、大勢の人がゆったりと食事を楽しんでいる。一見、病院とは思えない
この憩いの空間は、誠治が「中庭に面した一等地をより多くの患者
さんに喜んでもらいたい」との強い思いで設置した。現在は学生
や職員にも人気の場所となっている。このほか、医療福祉大学
医療福祉デザイン学科の学生の作品を展示する、附属病院の

「ギャラリー ホリスティック」や、両病院に設置している「患者図書室」
も、患者のアメニティー向上のために設けられた特別の空間だ。

アメニティー向上空間の設置column‒4
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川﨑誠治
三代目理事長

志をつなぐ

高齢者医療福祉の充実で地域貢献

このさきの未来へ前進

　創設者川﨑祐宣の時代から、長年にわたって築き上げられ
てきた川崎学園。二代目理事長明德の経営ビジョンを受け
継いだ誠治は、1995（平成 7 ）年に学園理事に就任して以来、
明德の右腕として、また、次代のリーダーとして、ハード・ソフト
両面から学園経営を力強く支えた。
　第三代理事長として学園を牽引する現在、さらなる新時代
に向けて、基盤整備とともに新たな取り組みを行っている。
　現在、旧川崎病院跡地に「川崎医科大学高齢者医療
センター」という新病院の建設計画が進行している。2019

　創設者川﨑祐宣の傍らで川崎学園を創設し、教育および
診療活動の基盤固めとその発展に奔走、尽力した第二代
理事長川﨑明德は、常 「々大学は50年経って一人前」と口に
してきた。建学の理念、中でも「人

ひ

間
と

をつくる」の成熟には絶え
間ない努力を必要とするためだが、創立50周年を迎えた今、
川崎医科大学、川崎医療福祉大学、川崎医療短期大学を
はじめとする各施設の45,000人もの卒業生が、それぞれの
現場で役割を果たし活躍している姿こそが、大学として一人
前になれたことを物語っているのではないだろうか。
　川崎学園では、各施設が緊密な連携のもとに、人間性豊
かな良き医療福祉人の育成を最大の目的として、医療福祉
と教育の分野で社会へ貢献してきた。現状に留まることなく、
2020（令和 2 ）年には附属病院に「良医育成支援センター」
を立ち上げ、さらに医科大学や附属病院の耐震工事という
大事業も計画している。また、学園の活動を支える教職員

（令和元）年に開設した「訪問看護ステーションかわさき」、
「居宅介護支援事業所かわさき」とともに、超高齢社会を
迎えるにあたり、地域包括ケアの拠点として、高齢者医療福祉
の充実に貢献したいと考えている。
　跡地には、「川崎医療短期大学新校舎棟」も建設され、
総合医療センター、高齢者医療センターとともに「川崎学園
岡山キャンパス」として、急性期から地域医療、在宅医療まで、
地域のニーズに合った医療福祉サービスが提供できる人材
の育成を目指す。

一人一人の心身の健康を保つために、働き方改革への組織
的な取り組みを続けている。　　　　
　川崎学園は、学生、教職員、そして卒業生とともに「かわらぬ
思い」を胸に、努力や誠意を惜しむことなく、このさきの未来へ、
たゆまず着実に前進していく。

3代揃って（総合医療センター開院式後祝賀会）

患者図書室ベーカリーカフェ



　旭川荘の構想は、学園創設者川﨑祐宣が医師として
日々 患者と接する中から生まれた。多くの患者と接する
中で、障がい者や高齢者に適切な医療的ケアや教育が行われていない現状に気付
いた祐宣は、「私がなんとかしなければ」との思いを抱くようになった。そして協力者
とともに1956（昭和31）年、医療と福祉を組み合わせた「医療福祉」を事業とした
旭川荘を、全国に先駆けて創設した。設立の趣意書には、「使命感に生きる同志が
ここに相謀り多方面の社会的協力を得て、新しい社会福祉事業を実現せんと開拓
者的計画を夢見ている。この意味において私共は開拓者であり、精神的であり、
能率的であり、従って模範的であり得る確信を持っている」と、祐宣の理想が示された。
また、祐宣は旭川荘の理念を語る言葉として「敬天愛人」を掲げている。

旭川荘の創立
私 が な んとかし な け れ ば

前史 1 9 3 8 - 1 9 6 9

川崎学園50年のあゆみ
創設者川﨑祐宣が提唱した建学の理念の実現を目指し、
自然環境、教育環境、人間環境を次々に充実。
ぶれることなく想いを継承しながら、メディカルスペシャリストの育成と、
医療福祉の充実および発展に貢献してきた。

1938（昭和13）年 2月 外科昭和医院開院（岡山市富田町13）

1939（昭和14）年 2月 外科川﨑病院開院（35床）（岡山市西中山下15）

1945（昭和20）年 6月 岡山市空襲　病院全焼（6月29日早暁）

1946（昭和21）年 9月 病院再建（150床）（岡山市西中山下89）

1950（昭和25）年 8月 財団法人川崎病院設立
（院長は、私財土地400坪、建物300坪、その他病院設備を寄附して財団法人川崎病院を
設立）

1956（昭和31）年 6月 財団法人旭川荘設立（1959年4月 社会福祉法人となる）

1960（昭和35）年 3月 総合病院川崎病院開院（470床）
川崎癌研究所開設

1966（昭和41）年 3月 病院東館・北館新築　（800床）
岡山がんセンター、岡山救急災害センター併設

1968（昭和43）年 8月 財団法人「学校法人川崎学園」設立準備期成会設置認可

被災から数年後の西中山下付近（⇩印が外科川﨑病院）岡山空襲被災直後の西中山下付近

1946年再建された病院

1966年総合病院川崎病院全景

開設当時の
旭川荘

1954.7.14 山陽新聞（旭川荘建設計画の発表）
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1 9 7 0 - 1 9 7 9
全人的医療を担う良医の育成を目指して
― 川崎医科大学開学 ―

1970（昭和45）年 3月 学校法人川崎学園設立認可
川﨑祐宣  川崎学園初代理事長就任

川崎医科大学設置認可　　

川崎医科大学附属高等学校設置認可

4月 川崎医科大学開学（初代学長 赤木五郎）

川崎医科大学附属高等学校開校（初代校長 川端 清）

川崎医科大学附属高等学校第１回入学式

川崎医科大学校舎および学生寮竣工
（現 川崎医療短期大学校舎）

5月 川崎医科大学第1回入学式
父兄会発足（現：保護者会）

6月 川崎医科大学・川崎医科大学附属高等学校開学記念式

1971（昭和46）年 3月 川崎医科大学附属高等学校校舎棟および寄宿舎竣工
（倉敷市生坂）

1972（昭和47）年 3月 川崎医科大学学生寮竣工（倉敷市生坂）

6月 川崎医科大学校舎棟竣工

1973（昭和48）年 2月 川崎医療短期大学設置認可

4月 川崎医療短期大学開学（初代学長 川﨑祐宣）
第一看護科、第二看護科、臨床検査科設置

8月 川崎医科大学附属病院本館棟竣工

11月 看護婦寮、二子職員宿舎竣工

12月 川崎医科大学附属病院開院（許可病床数1,052床）
（初代病院長 川﨑祐宣）

1974（昭和49）年 3月 川崎リハビリテーション学院設置認可　

4月 川崎リハビリテーション学院開校
（初代学院長 水野祥太郎）
理学療法学部（現 理学療法学科）、
作業療法学部（現 作業療法学科）設置

1976（昭和51）年 4月 川崎医科大学大学院開設

1977（昭和52）年 4月 川崎医療短期大学　放射線技術科、医療秘書科設置

9月 川崎医科大学女子寮竣工 （生坂から松島へ移転）

1979（昭和54）年 10月 川崎医科大学附属病院　救命救急センター開設

救命救急センター

川崎医科大学第1回入学式

1969.1.29 山陽新聞
（医科大学新設）

川崎医科大学校舎および学生寮
（現 川崎医療短期大学校舎）

川崎医科大学および附属病院正面（竣工時）

1971.1.26 山陽新聞
（川崎医科大学附属病院建設）

川崎医科大学附属高等学校生坂校舎

1970年 3月 大阪万博開催
1972年 3月 山陽新幹線 新大阪～岡山間開業

5月 沖縄返還
9月 日中共同声明（国交回復）

1973年10月 第４次中東戦争
10月 オイルショック

1975年 3月 山陽新幹線 岡山～博多間開業
4月 ベトナム戦争終結

1976年 2月 ロッキード事件発覚
1978年 8月 日中平和友好条約締結

国
内
外
の
出
来
事
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1980（昭和55）年 12月 川崎学園創立10周年記念式典

1981（昭和56）年 4月 川崎学園総合体育館竣工

5月 川崎医科大学現代医学教育博物館開館

1983（昭和58）年 1月 倉敷駅前診療所開所（1999年3月閉所）

4月 川崎医療短期大学　栄養科、通信教育部（医療秘書科）設置

1986（昭和61）年 1月 川崎学園関金セミナーハウス開設

1988（昭和63）年 3月 川﨑明德　川崎学園第二代理事長 就任

4月 川崎医療短期大学　医用電子技術科設置

1 9 8 0 - 1 9 8 9   祐宣理事長～明德理事長へ
医学の発展を目指し、現代医学・医療の知識と情報を惜しみなく広く地域へ
― 世界的にも稀な現代医学教育博物館開館 ―

1980年 9月 イラン・イラク戦争勃発
1981年 2月 ローマ教皇ヨハネ・パウロ2世来日
1982年 2月 ホテルニュージャパン火災
1985年 8月 日本航空123便墜落事故
1986年 4月 チェルノブイリ原発事故
1988年 3月 新岡山空港開港

4月 瀬戸大橋開通
1989年 1月 昭和天皇崩御「平成」に改元

4月 消費税3%導入
11月 ベルリンの壁崩壊

国
内
外
の
出
来
事

倉敷駅前診療所

川崎学園創立10周年記念式典

創立10周年記念事業として建設された
現代医学教育博物館（右）と総合体育館

欅
けやき

の 木（川崎学園総合体育館前）

患 者 か ら 寄 贈 さ れ た ジャイア ント・ ツリー

　総合体育館前には「欅の木」が大きく枝葉を広げています。
　推定樹齢130年のこの大木は、附属病院に入院していた患者さんからの贈り
物です。
　1987（昭和62）年、当時建設会社の社長だった方が、附属病院で手術を受け、
退院する際に、欅の献木を申し出ました。温かな治療・看護への感謝の気持ちの
表れとして、学園も快諾し慎重に植栽されました。
　欅の木は「ふるさとの木」とも言われ、風や虫などにも強く、時間をかけ根を張り
年輪を刻みながらゆっくりと成長します。川﨑祐宣の郷里の屋敷にも欅の木があり、
祐宣も欅への思い入れが深かったと言われています。「医療は患者のためにある」
と常に心に刻んできた祐宣にとって、最高の贈り物だったのではないでしょうか。
　学園が刻んだ歴史のごとく、地面にしっかりと根を張り、新しい芽吹きを繰り返
しながら、これからも学園の成長と発展を見守っていきます。
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1990（平成  2）年 12月 川崎医療福祉大学設置認可

1991（平成  3）年 2月 川崎医療福祉大学校舎竣工

4月 川崎医療福祉大学開学（初代学長 江草安彦）
医療福祉学部（医療福祉学科、臨床心理学科）、
医療技術学部（医療情報学科、感覚矯正学科、健康体育学科、臨床栄養学科）設置

川崎医療福祉大学開学式

10月 川崎学園創立20周年記念並びに川崎医療福祉大学開学記念式典

1994（平成  6）年 3月 川崎医科大学附属病院　高度救命救急センターとして認可

4月 川崎医科大学附属病院　特定機能病院承認

川崎医療短期大学　医用デザイン科設置

1995（平成  7）年 4月 川崎医療福祉大学　医療福祉学部に保健看護学科、
医療技術学部にリハビリテーション学科設置

1996（平成  8）年 4月 川崎医療福祉大学大学院修士課程設置

6月 川崎学園創設者　川﨑祐宣　逝去　（92歳）

7月 川﨑祐宣学園葬

1997（平成  9）年 1月 川崎医科大学附属病院　災害拠点病院（地域災害医療センター）として指定

1998（平成10）年 4月 川崎医療福祉大学大学院博士後期課程設置

1999（平成11）年 3月 川崎リハビリテーション学院を専門学校川崎リハビリテーション学院に改称認可

川崎医療福祉大学（南東上空からの遠景）

川﨑祐宣学園葬

川崎医療福祉大学開学式

1 9 9 0 - 1 9 9 9
創設者の想い「医療福祉」の概念を形に
― 日本初の医療と福祉の融合教育 川崎医療福祉大学開学 ―

1990年10月 東西ドイツ統一
1991年12月 ソ連崩壊
1992年 8月 有森裕子バルセロナ五輪女子マラソン銀メダル
1995年 1月 阪神・淡路大震災

3月 地下鉄サリン事件
1997年 4月 消費税5%に増税

7月 香港がイギリスから中国に返還
7月 倉敷チボリ公園開園

12月 山陽自動車道全線開通
1998年 2月 長野冬季オリンピック開催
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2000（平成12）年 4月 川崎医療福祉大学　医療福祉学部に
医療福祉マネジメント学科、医療福祉環境デザイン学科設置

12月 鹿児島県横川町
旧川﨑邸跡地に創設者川﨑祐宣の顕彰碑建立

2001（平成13）年 4月 川崎医科大学附属病院　ドクターヘリ運航開始

川崎医療短期大学　介護福祉科（現 医療介護福祉科）設置

6月 創設者川﨑祐宣銅像除幕式

2002（平成14）年 3月 川崎医療福祉大学本館棟増築（東ウイング２）竣工

8月 川崎医科大学附属病院西館棟竣工

2004（平成16）年 4月 川﨑祐宣記念講堂竣工

2005（平成17）年 4月 川崎医療短期大学　医療保育科設置

川崎医療福祉大学　医療福祉マネジメント学部
（医療福祉経営学科、医療秘書学科、医療福祉デザイン学科、医療情報学科）設置

川崎医科大学附属病院　日本医療機能評価機構認定施設（一般病院2）認定

12月 川崎学園シンボルマーク制定

2006（平成18）年 4月 専門学校川崎リハビリテーション学院の設置法人を学校法人九曜学園に変更

2007（平成19）年 3月 川崎医科大学校舎棟増築竣工

4月 川崎医療福祉大学　医療技術学部に臨床工学科設置

川崎医療短期大学　第三者機関別評価適格認定
（短期大学基準協会）

9月 臨床教育研修センター設置

2008（平成20）年 4月 「かわさき保育所」開設

川崎医療福祉大学　大学評価適合認定（大学基準協会）

9月 イギリス・オックスフォード大学グリーンカレッジ（現 オックスフォード大学グリーンテンプル
トンカレッジ）から川﨑明德理事長（現学園長）が Radcliffe Fellowの名誉称号受章

2009（平成21）年 3月 川崎医科大学附属病院　北館棟竣工

4月 川崎医科大学　大学評価適合認定（大学基準協会）

8月 第１回かわさき夏の子ども体験教室開催

附属病院全景（西館棟竣工直後）

川﨑祐宣記念講堂

川崎医科大学校舎増築棟

2 0 0 0 - 2 0 0 9
救急医療体制がさらに整う
― ドクターヘリ導入 ―

2000年 7月 九州・沖縄サミット開催
2001年 9月 アメリカ同時多発テロ
2002年 6月 新見市で全国初の電子投票開始
2003年 3月 イラク戦争勃発
2004年 10月 新潟県中越地震

新型肺炎SARSがアジアを中心に大流行
2005年 3月 愛知万博「愛・地球博」開幕

9月・10月 晴れの国おかやま国体開催
2008年 9月 リーマンショック
2009年 4月 岡山市政令指定都市移行
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2010（平成22）年 10月 川崎学園創立40周年記念行事

2011（平成23）年 4月 川崎医科大学附属川崎病院の診療業務承継

川崎医科大学附属川崎病院　院内保育所開所

2012（平成24）年 3月 川﨑誠治 川崎学園理事長に就任
川﨑明德 名誉理事長・学園長に就任

2014（平成26）年 1月 「学園防災の日」制定

2015（平成27）年 3月 川崎学園総合グラウンド竣工

4月 第１回川崎学園４施設入学時合同研修開催

専門学校川崎リハビリテーション学院
リハビリテーション教育評価認定（一般社団法人リハビリテーション教育評価機構）

6月 川崎医科大学附属川崎病院　地域医療支援病院承認

11月 川崎学園アドミッションセンター開設

2016（平成28）年 3月 第１回3校合同オープンキャンパス開催
（川崎医療福祉大学、川崎医療短期大学、専門学校川崎リハビリテーション学院）

8月 川崎医科大学総合医療センター竣工

第１回3校合同入試（AO）実施
（川崎医療福祉大学、川崎医療短期大学、専門学校川崎リハビリテーション学院）

11月 川崎医科大学総合医療センター開院式

川崎医科大学附属川崎病院閉院

12月 川崎医科大学総合医療センター開院（許可病床数647床）

2017（平成29）年 2月 「看護師特定行為研修」厚生労働省指定機関として認可

4月 川崎医療福祉大学　医療福祉学部に子ども医療福祉学科、医療技術学部に臨床検査学科、
診療放射線技術学科設置

10月 川崎医科大学総合医療センター　日本医療機能評価機構認定施設（一般病院２）認定

2018（平成30）年 1月 川崎学園創立50周年記念スローガン決定

2月 幼保連携型認定こども園かわさきこども園　園舎竣工

4月 幼保連携型認定こども園かわさきこども園　開園

6月 川崎学園創立50周年記念ロゴマーク決定

2019（平成31）年 3月 川崎学園総合体育館リニューアル

4月 川崎医療福祉大学　保健看護学部（保健看護学科）、
リハビリテーション学部（理学療法学科、作業療法学科、
言語聴覚療法学科、視能療法学科）設置

2019（令和元）年 9月 川崎学園学生寮「このはな寮」開寮

10月 川崎医科大学総合医療センター
災害拠点病院（地域災害医療センター）として指定

かわさきこども園開園式

川崎医科大学総合医療センター

2 0 1 0 - 2 0 2 0  明德理事長～誠治理事長へ
最先端の技術を導入し、地域医療支援を充実
― 総合医療センター開院 ―

2010年 2月 高橋大輔バンクーバー五輪フィギュアスケート男子銅メダル
2011年 3月 東日本大震災
2014年 4月 消費税8%に増税
2015年 4月 旧閑谷学校「日本遺産第一号」に認定

11月 第1回おかやまマラソン開催
2016年 4月 熊本地震
2018年 7月 平成30年7月豪雨（西日本豪雨）
2019年 5月 新天皇即位「令和」に改元

10月 消費税10%に増税
12月 新型コロナウイルス感染症流行

2020年 7月 東京オリンピック・パラリンピック開催（予定）
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学園シンボルマーク

　シンボルマークは 2 つの柔らかな形で構成され、人が寄り添う形を抽象化
しています。
　デザインコンセプトは、「支援する」「手助けする」などを意味する“assist”。
ラテン語の “ad sisto” （傍らに立つ）を由来とし、学園の専門領域である医学
や福祉、教育の基本姿勢を表しています。川崎学園の頭文字である “K”も
イメージしており、統一カラーのブルーは、色の深みと視認性を両立させ、
やさしさ、信頼、清潔感を表現しています。
� （原案作成者：職員 近末久美子）

“ a s s i s t ”  “ a d  s i s t o ”  “ K ”

　川崎学園は、学園を構成する各施設のイメージを統合して具現化し、社会との統一のとれたコミュ
ニケーションや、学園イメージの確立を図ることを目的に、学園と各施設のビジュアル・アイデンティティ
（VI）・システムの基本となるシンボルマークを制定しました。
　学園教職員・学生を対象にデザインを募集・決定し、2006（平成18）年から使用しています。
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